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2023 年 5 月 15 日

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

　

日
中
両
国
間
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
紛
争
・
緊
張
・
対

立
が
存
在
し
深
刻
化
し
て

い
ま
す
が
、
日
本
共
産
党

は
３
月
30
日
に
提
言
「
日

中
両
国
関
係
の
前
向
き
の

打
開
の
た
め
に
」
を
発
表
、

志
位
和
夫
委
員
長
が
同
日
、

岸
田
文
雄
首
相
に
、
５
月

４
日
に
中
国
大
使
館
の
呉

日
中
関
係 

前
向
き
の
打
開
の
た
め
に

双
方
が
外
交
努
力
を

　
　
　
日
本
共
産
党  

志
位
委
員
長
が
会
見

江
浩
大
使
と
会
談
、
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　

提
言
は
日
中
両
政
府
間

に
存
在
す
る
「
共
通
の
土

台
」（
表
）
に
着
目
し
て
日

中
関
係
の
前
向
き
の
打
開

を
提
起
し
た
も
の
。

  

８
日
に
記
者
会
見
し
た

志
位
氏
は
「
双
方
か
ら
肯

定
的
な
受
け
止
め
が
得
ら

れ
た
こ
と
は
重
要
だ
」
と

強
調
。
と
り
わ
け
、「
互
い

に
協
力
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
、
互
い
に
脅
威
と
な

ら
な
い
」
と
の
合
意
に
つ

い
て
、
双
方
か
ら
賛
意
が

表
明
さ
れ
た
と
指
摘
。
日

中
双
方
に
合
意
を
誠
実
に

履
行
・
具
体
化
す
る
外
交

努
力
を
行
う
こ
と
を
強
く

求
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ

ン
ド
太
平
洋
構
想
へ
の
支

持
・
協
力
が
双
方
か
ら
表

明
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
だ

と
指
摘
。「
あ
れ
こ
れ
の
国

を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
全
て
の
国
を
包
摂

す
る
こ
の
構
想
が
実
を
結

ぶ
よ
う
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

と
協
力
し
て
、
日
中
両
国

政
府
が
外
交
努
力
を
行
う

こ
と
を
強
く
求
め
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

核兵器の廃絶実現
　　いまこそ

　国民平和大行進が出発

　

２
０
２
３
年
原
水
爆
禁

止
国
民
平
和
大
行
進
は
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
よ

び
か
け
、
ス
ト
ッ
プ
戦
争

準
備
、
日
本
の
核
兵
器
禁

止
条
約
参
加
を
求
め
る
、

最
大
の
国
民
的
運
動
で
す
。

　

東
京
→
広
島
コ
ー
ス
の

出
発
集
会
が
６
日
、
江
東

区
の
夢
の
島
で
開
か
れ
、

被
爆
者
ら
４
５
０
人
が
参

加
し
、
核
兵
器
禁
止
・
廃

絶
を
求
め
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実

行
委
員
会
の
高
草
木
博
共

同
代
表
は
、「
核
兵
器
禁
止

条
約
に
参
加
す
る
日
本
を
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
い

ま
実
現
せ
よ
。
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
し

続
け
よ
う
」
と
語
り
か
け

ま
し
た
。
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日
本
の
子
育
て
の
困
難

さ
の
背
景
に
は
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
予
算
（
家
族

関
係
社
会
支
出
）
の
少
な

日本の子育て予算
　貧弱すぎる
大軍拡やめて予算を回せ

さ
が
あ
り
ま
す
。
予
算
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
２
０
１
９
年

統
計
で
日
本
の
家
族
関
係

社
会
支
出
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

35
力
国
中
25
位
で
す
。

　

日
本
の
子
ど
も
予
算
の

貧
弱
さ
を
象
徴
す
る
の
が
、

保
育
所
の
職
員
配
置
基
準

や
利
用
者
負
担
で
す
。
４
、

５
歳
児
の
「
児
童
30
人
に

職
員
１
人
」
と
い
う
配
置

基
準
は
70
年
以
上
改
善
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

岸
田
首
相
が
本
気
で

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」

に
取
り
組
む
と
い
う
な
ら
、

大
軍
拡
を
い
ま
す
ぐ
に
撤

回
し
、
そ
の
予
算
を
子
育

て
や
社
会
保
障
、
教
育
に

回
す
べ
き
で
す
。

　

防
衛
省
は
、
取
得
を
進

め
て
い
る
米
国
製
の
長
距

離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ

ホ
ー
ク
に
つ
い
て
、「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
の
取
材
に
対

し
、「
ト
マ
ホ
ー
ク
は
最
新

型
の
ブ
ロ
ッ
ク
Ｖ
で
、
対

地
攻
撃
用
」
と
回
答
し
ま

購
入
ト
マ
ホ
ー
ク
の
性
能
判
明

他
国
領
土
攻
撃
に
特
化  

厚
壁
貫
通
も

　
全
イ
ー
ジ
ス
艦
に
搭
載

し
た
。

　

同
ミ
サ
イ
ル
は
「
Ｊ
Ｍ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
と
呼
ば
れ
る
弾

頭
を
搭
載
。
厚
い
壁
を
単

発
で
貫
通
・
破
壊
可
能
で
、

か
つ
着
弾
後
に
無
数
の
破

片
を
生
成
す
る
「
爆
破
・

破
砕
」
機
能
を
も
ち
ま
す
。

防
護
壁
で
覆
わ
れ
た
地
下

司
令
部
を
破
壊
し
、
内
部

の
人
員
の
殺
傷
が
可
能
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
国
領

土
へ
の
攻
撃
に
特
化
し
た

兵
器
で
、
も
は
や
「
専
守

防
衛
の
範
囲
内
」
と
の
説

明
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

23
年
度
予
算
に
ト
マ

ホ
ー
ク
４
０
０
発
の
購
入

費
用
２
１
１
３
億
円
と
関

連
器
材
の
取
得
費
１
１
０

４
億
円
を
計
上
。
24
年
度

に
イ
ー
ジ
ス
艦
全
８
隻
を

ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
可
能
に

し
、
横
須
賀
、
舞
鶴
、
佐

世
保
各
基
地
周
辺
に
大
型

弾
薬
庫
を
建
造
す
る
計
画

も
判
明
し
ま
し
た
。

膵臓がんの兆候
AI を活用し CT 画像から検出
　　　　神戸大学など

　

神
戸
大
学
と
富
士
フ
イ

ル
ム
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

人
工
知
能
（
AI
）
を
使
っ

て
CT
画
像
上
で
膵
臓
が
ん

を
見
つ
け
る
技
術
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

膵
臓
が
ん
は
初
期
に
自

覚
症
状
が
出
に
く
く
、
ま

た
膵
臓
は
形
状
が
複
雑
で

画
像
検
査
で
早
期
発
見
が

難
し
い
病
気
で
し
た
。

　

神
戸
大
の
チ
ー
ム
は
早

期
発
見
に
向
け
て
、
膵
臓

が
ん
の
可
能
性
が
高
い
腫

瘤
の
ほ
か
、
膵
臓
の
萎
縮
、

膵
管
の
拡
張
・
狭
窄
と

い
っ
た
前
段
階
で
疑
わ
れ

る
異
常
に
も
着
目
。
膵
臓

が
ん
患
者
を
含
む
約

１
０
０
０
症
例
の
造
影
CT

画
像
を
AI
に
学
習
さ
せ
、

こ
の
CT
画
像
か
ら
AI
を
使

い
膵
臓
が
ん
が
疑
わ
れ
る

小
さ
な
兆
候
を
検
出
す
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

専
門
医
で
な
く
て
も
精

度
の
高
い
診
断
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
管
法
案
、
衆
院
通
過

（
９
日
）。「
難
民
認
定
申
請

中
の
強
制
送
還
を
可
能
に

す
る
な
ど
、
日
本
に
暮
ら

す
移
民
・
難
民
の
命
を
危

険
に
さ
ら
す
改
悪
案
だ
」

「
国
連
人
権
理
事
会
特
別

報
告
者
な
ど
か
ら
国
際
人

権
法
に
反
す
る
と
の
厳
し

い
意
見
が
あ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
定

案
、参
院
で
審
議
入
り（
12

が
、
物
価
上
昇
に
追
い
つ

か
な
い
」「
こ
れ
で
12
カ
月

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
だ
」「
春

闘
で
賃
上
げ
し
た
が
、
こ

の
程
度
で
は
ぜ
ん
ぜ
ん
足

り
な
い
」「
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
も
必
要

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

千
葉
県
で
地
震
（
11
日

朝
）。「
ド
ン
と
き
た
」「
ス

マ
ホ
が
緊
急
警
報
で
鳴
っ

て
目
が
覚
め
た
」「
木
更
津

で
５
強
だ
っ
た
」「
先
週
の

能
登
地
震
は
ま
だ
余
震
が

続
い
て
い
る
」「
鹿
児
島
、

北
海
道
日
高
地
方
で
も
地

震
が
起
き
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

落
雷
（
11
日
）。「
東
横

線
が
落
雷
で
止
ま
っ
た
」

「
信
号
設
備
に
落
ち
た
」

日
）。「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
健

康
保
険
証
に
別
の
人
の
情

報
が
ひ
も
付
け
さ
れ
て
い

た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
」「
他

人
の
情
報
が
登
録
さ
れ
て

い
た
ケ
ー
ス
は
７
３
０
０

件
余
り
確
認
さ
れ
た
」「
加

入
者
情
報
の
誤
入
力
が

あ
っ
た
ら
し
い
」「
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ

で
の
証
明
書
交
付
で
別
人

の
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る

ト
ラ
ブ
ル
も
」「
導
入
を
急

い
だ
の
で
誤
入
力
や
情
報

流
出
対
策
は
不
十
分
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

９
日
、
厚
労
省
発
表
の

実
質
賃
金
が
２
・
９
％
減
。

「
名
目
賃
金
は
増
加
し
た

「
４
時
間
余
り
運
転
を
見

合
わ
せ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
バ
ラ
が
見
頃
」「
サ
ツ

キ
の
ピ
ン
ク
色
の
花
が
あ

ち
こ
ち
で
咲
い
て
い
る
」


